
可 決 事 項 
【議案第3号】半成14年度金木町一般会計補正

予算（第 7り,案 

【議案第4 号】平成14イF度金木町介護保険特別
会計補正予算（第 0号）案 

【議案第5号】平成14年度金木町国民健康保険 
I I 別会討（事業勘定）補正予算（第 5号）案 

【議案第6号】平成14年度金木町水道事業会計
補 H.〕二算（第 5号）案 

【議案第7号】平成14年度金木町農業集落排水
ポ業特別会計補正予算（第 5号）案 

【議案第8号】平成15年度金木町一般会計予算

案 

【議案第9号】平成14年度金木町介護保険特別
会討］二算案 

【議案第10号】平成15年度金木町国民健康保険
特別会計（事業勘定）予算案 

【議案第11号】平成15年度金木町老人保健特別
会司予算案 

【議案第12号】宇成15年度金木町水道事業会計
予算案 

【議案第13号】平成15年度金木町農業集落排水
事業特別会討 j二算案 

【議案第14号】金木町法定外公共物管理条例案 

【議案第15号】金本町報酬及び費川弁償に関す
る条例の・部を改正する条例案 

【議案第16号】津軽鉄道株式会社に対する固定
資産税の課税免除に関する条例の一部を改正
する条例案 

【議案第17号】金木町納税貯蓄組合設立奨励金
及び充実助成金交付条例の一部を改正する条
例案 

【議案第18号】金木町国民健康保険条例の一部
を改正する条例案 

【議案第19号】金木町介護保険条例の一部を改
正する条例案 

【議案第20号】金本町水道事業給水条例のー部
を改正する条例案 

【議案第21号】金本町敬老年金条例を廃止する
条例案 

【議案第22号】 Ii事請負契約の件 

【議案第23号】青森県市町村職員退職手当等組
合のホテルアーデン事業廃止に伴う財産処分
にーついて 

【議案第24号】平成14年度金木町一般会計補正
予算（第 8りう案 

【議案第25号】金木町教育委員会委員の任命の 

件 

I報告第1 号】平成15年度金木町土地開発公社
事業司 "'Iiの提出の件 

【報告第2 号】、りi決処分した事項の報告及び承
認を求めるの件（青森県市町村職員退職手当等
組合規約の一部を変更する規約） 

× 	 ノ 

作
付
農
家
の
所
得
向
上
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
。
」
「
合
併
処
理
浄
化
槽
の
促
進

に
つ
い
て
、
県
内
で
も
農
集
排
か
ら
合

併
槽
へ
切
換
え
る
動
き
も
結
構
あ
る
こ

と
か
ら
合
併
槽
に
し
た
場
合
の
町
の
持

ち
出
し
と
毎
戸
の
負
担
が
有
利
も
の
な

ら
当
然
農
集
排
か
ら
合
併
槽
へ
切
替
し

て
も
い
い
と
言
う
気
持
ち
を
思
っ
て
い

る
。」
 
「道
路
拡
幅
に

つ
い
て
、
厳
し
い

財
政
の
中
か
ら
主
要
事
業
に

つ
い
て
見

直
し
を
行
い
協
議
し
な
が
ら
順
次
進
め

て
い
き
た
い
。
」
 
「保
育
所
統
合
に

つ
い

て
、
議
会
終
了
後
に
全
協
を
開
い
て
四

つ
か
ニ
つ
か
は
っ
き
り
と
し
た
意
見
の

一
致
を
み
な
が
ら
、
も
し
四
つ
な
ら
ば

用
地
選
定
を
検
討
委
員
会
な
ど
も
開
い

て
用
地
の
検
討
に
入
っ
て
生
き
た
い
。」
 

農
林
課

長
 

「
隣接
作
付
に
よ
る
被
害
に

つ
い
て

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
壊
痘
病
が
葉
た
ば
こ
に

悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
 

バ
レ
イ
シ
ョ
作
付
面
積
約
三
十
一
町
歩

の
う
ち
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
約
十

五
町
歩
、
七
十
三
カ
所
に
町
が
助
成
し

た
薬
剤
を
散
布
し
防
げ
た
。
ト
マ
ト
に

も
若
干
の
影
響
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
報
告
は
受
け
て
い
な
い
今
後
と
も
い

ろ
ん
な
壊
痘
病
が
予
測
さ
れ
る
の
で
今

年
度
も
助
成
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。」
 

水
道
課
長
 

「十
四
年
度
か
ら
十
五
年
度
に
か
け

て
県
全
体
で
下
水
道
の
見
直
し
が
行
わ

れ
そ
の
地
区
に
応
じ
た
処
理
方
法
を
検

討
中
な
こ
と
か
ら
現
段
階
で
は
金
額
的

算
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
そ
の
策
定

が
で
き
次
第
報
告
し
ま
す
。」
 

健
康

福
祉
課
長
 

「特
別
保
育
事
業
に

つ
い
て
現
在
の

児
童
基
準
に
よ
る
保
育
所
配
置
以
外
に

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
保
育
士
を
別

に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

事
か
ら
、
統
合
後
に
余
剰
人
員
が
出
る

こ
と
が
あ
れ
ば
事
業
に
取
り
組
み
や
す

い
と
考
え
ら
れ
る
。」
 

へ
 

木
下

教
育
長
 

「
五
日
制
に
よ
り
学
習
内
容
が
三
割

削
減
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
最
低
の
授

業
時
間
の
確
保
、
基
礎
基
本
の
確
実
な

定
着
を
図
り
最
低
と
言
わ
れ
て
い
る
指

導
要
領
の
学
習
内
容
を
習
得
補
修
す
る

こ
と
と
、
小
学
校
で
は
反
復
ド
リ
ル
等

の
学
習
徹
底
、
中
学
校
で
は
習
熟
度
ま

た
は
補
修
学
習
に
よ
る
個
別
指
導
を
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。
 

土
曜
日
の
体
験
学
習
と
し
て
本
年
度
は

常
時
五
つ
の
教
室
、
随
時
二
つ
の
教
室

体
験
を
行
っ
た
が
会
場
へ
の
保
護
者
の

送
迎
で
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
事
か
ら
、
 

今
後
は
地
域
の
子
供
会
や
P
T
A

、
地

域
の
人
達
を
中
心
に
各
学
区
、
各
地
域

で
体
験
活
動
が
企
画
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。」
 

秋
元
洋

子
議
員
 

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。
予
定
が
な
け
れ
ば
そ

の
理
由
を
知
り
た
い
。
」
 
「駅
舎
に

つ
い

て
、
南
新
町
の
集
会
所
使
用
条
件
、
使

用
許
可
や
利
用
時
間
帯
、
テ
ナ
ン
ト
の

応
募
者
と
備
品
等
の
備
え

つ
け
、
屋
根

部
分
の
形
状
を
知
り
た
い
。
」
「
物
産
館
 

に
つ
い
て
、
北
側
入
口
を
自
動
ド
ア
に

で
き
な
い
の
か
。
 北
側
下
屋
で

の
町
商

人
へ
の
出
店
利
用
許
可
は
町
で
で
き
な

い
の
か
。
あ
す
な
ろ
商
店
会
と
の
委
託

契
約
期
限
を
知
り
た
い
。
」
 
「芦
野
公
園

に
つ
い
て
、
今
年
の
桜
の
木
の
テ
ン
グ

ス
病
対
策
予
算
は
あ
る
の
か
。
オ
  、
ー

kー
 

キ
ャ

ン
プ
場
有
料
化
の
考

え
は

な
い

か
。
」
「
教
育
委
員
の
補
充
は
し

な
い
の

か
。
」
「
学
童
保
育
の
場
で
子
ど
も
の
宿

題
も
行
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
聞

き
た
い
。
」
 
「不
登
校
生
へ

の
対
応
を
聞

き
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
い
わ
ゆ
る
貸

借
対
照
表
の
作
成
に
よ
り
財
政
の
透
明

性
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
一

日
も
早
い
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
「
駅
舎
に

つ
い
て
施
設
の
管
理
条

例
に
よ
り
定
め
る
こ
と
に
な
る
が
ま
だ

条
例
が
定
ま
っ
て
い
な
い
実
情
に
あ
り
、
 

今
後
南
新
町
町
内
会
を
初
め
利
用
す
る

人
が
最
も
利
用
し
や
す
い
条
例
を
組
ん

で
い
き
た
い
の
で
関
係
者
と
も
相
談
の

上
一
日
も
早
い
条

例
案
を

制
定
し

た

い
。」
 
「物
産
館
北
側
入
口
は
斜
陽
館
に
 

(
 

き
て
い
る
観
光
客
に
不
評
を
買
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
自
動
ド
ァ
化
を
町
内
の

修
繕
と
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
早
い
機
会
に
検

討
し
て
い
く
。
あ
す
な
ろ
商
店
会
と
の

委
託
契
約
は
三
月
三
十
一
日
と
な
っ
て

お
り
再
契
約
に
お
い
て
町

の
要
望
に
こ

た
え
る
よ
う
な
契
約
事
項
を
添
え
て
い

き
た

い
。」
 
「オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
通

年
無
料
駐
車
場
と
各
種
観
光
案
内
に
掲

載
し
て
い
る
た
め
直
ち
に
有
料
化
と
い

う
の
は
で
き
か
ね
る
点
も
あ
る
が
、
で

き
る
な
ら
桜
ま
つ
り
期
間
中
だ
け
で
も

有
料
化
に
向
け
て
商
工
会
と
協
議
し
た

い
。」
 
「教
育
委
員
の
補
充
に

つ
い
て
今

定
例
会

の
追
加
提
案
と
し

て
出
し

た

い
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「駅
舎
に

つ
い
て
、
当
初
は
二
十
四

時
間
開
放
計
画
で
し
た
が
防
犯
ヒ
問
題

が
あ
る
と
の
事
か
ら
、
津
軽
鉄
道
の
始

発
と
最
終
時
間
に
合
わ
せ
る
形
で
検
討

し
て
い
る
。
南
新
町
町
内
会
に
は
カ
ギ

を
預
け
別
個
に
管
理
委
託
を
お
願
い
し

た
い
。
テ
ナ
ン
ト
の
決
定
は
九
月
ご
ろ

を
目
途
に
考
え
て
い
る
。
こ
の
備
品
と

し
て
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
食
器
棚
、
集
 

会
用
湯
飲
み
等
な
ど
準
備
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
屋
根
の
部
分
は
実
施
設
計

発
注
の
段
階
で
業
者
と
協
議
し
て
よ
り

よ
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。」
 

「物
産
館
委
託
契
約
に
つ
い
て
議
長
、
総

務
民
生
・
産
業
建
設
両
常
任
委
員
長
も

同
席
し
て
指
摘
さ
れ
た
件
を
新
た
に
契

約
に
入
れ
る
懇
談
会
を
今
月
十
七
日
予

定
し
て
い
る
。」
 
「テ
ン
グ
ス
病
の
残
処

理
を
今
月
末
ま
で
の
桜
の
勢
定
と
合
わ

せ
て
行
っ
て
お
り
、
十
五
年
度
も
こ
の

勇
定
用
の
予
算
で
引
き
続
き
対
応
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。」
 

健
康
福
祉
課
長
 

「学
童
保
育
は
遊
び
を
中
心
と
し
た

保
育
が

ー
つ
の
目
的
で
す
が
始
め
た
当

初
か
ら
宿
題
を
す
る
な
と
か
学
校
の
延

長
に
関
す
る
こ
と
は
す
る
な
と
か
の
指

導
は
し
て
い
な
い
。」
 

木
下
教
育
長
 

「
不
登
校
生
の
学
習
の
遅
れ
が

一
番

心
配
で
今
後
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
重
点

的
に
学
校
と
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委

員
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
少
し

で
も
勉

強
し
、
学
校
に
来
る
よ
う
な
指
導
対
応

し
て
い
き
た
い
。」
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平
成
十
五
年
度
の
金
木
町
行
政
協
力

委
員
会
組
織
会
が
四
月
十
六
日
役
場
三

階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
会
長
に
佐

藤
政

一
氏
（
喜
良
市
）
、
副
会
長
に
北

沢
清

一
氏

（
金
木
）
、
鎌
田
善
光
氏
 

（
嘉
瀬）
、今
勝
慶
氏

（
喜
良市
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
は
、
町
行
政
の
円
滑

な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
た

め
、
各
町
内
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
を
町

長
が
委
嘱
し
た
委
員
で
組
織
し
て
い
ま

す
。
 

各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
 

    

町と地域住民とのパイプ役 

    

平成15年度 

行政協力委員 
「合併間近ですが行

政に協力し、よりよ

い町づくりに努力し

ていきます」と語る

佐藤政一会長 

 

~ 

  

I行政協力嚢買 
	

●会長 ⑨は副会長 〇は常任委員 

上山道町

駅裏団地

中山道町 1 区

中山道町 2 区

〇下山道町

美晴町 1区

〇美晴町 2 区

昭和町 1区

昭和町 2 区

明町町 1区

〇神明町 2 区

朝日町 1区

朝日町 2 区

北新町

小川町 1区

小川町 2 区 

東芦野町 

〇西芦野町 

浦 	日］' 

新富「I］一

若松町 1区

若松町 2 区

若松町 3区

若松町 4 区

〇見崎町 

古川ふみ子

斉藤 忠幸

荒関 祥子

中谷 勝治

小野 元靖

木村 武則 

⑨旭ケ丘 1区 

旭ケ丘 2 区 

旭ケ丘 3区 

〇大東ケ丘 

雲雀ケ丘団地 

第 2 金木団地 

〇芦野団地 1区 

芦野団地 2 区 

朝日団地 

上蒔 田 

〇下蒔 田 

神 原 

上藤枝 

中藤枝 

下藤枝 

湯の 川 

林 下 

〇向 道 

女 坂 

上宇田野 1区 

上宇田野 2 区 

下宇田野 1区 

下宇田野 2 区 

雲雀野団地

東 町

上小栗崎

中小栗崎

下小栗崎

〇上派立

中派立 

白川 一仁

白川 照男

笠井 武光

北沢 清一 

工藤 美恵

工藤弥三郎

成田 善蔵

米塚 礼子

田中キョエ

徳田 政雄

三上 正

小山内正一

三橋勘太郎

工藤 金光

原田 光雄

中谷 良子

大谷 柾志

泉谷清一郎

中谷 清彦

中谷 洋一

中谷 金蔵

三潟 鶴清 

村上フヅエ

小松 勝治

松川 裕子

松川 清男

山中 誠次

平井兼四郎

阿部 重光 

＠下派立

〇上新町

〇下新町

上昭和町

〇下昭和町

本 町

冷 水

車 町

畑 中

後 町

〇上古町

〇下古町

〇新誠町

新堤町 1区

新堤町 2 区

上鍛冶町

下鍛冶町

上中柏木

下中柏木 

更生部落 

西岩見町 

〇東岩見町 

鎌田 善光

石川 義正

今 兼春

山中 幸広

沢田 茂

津田 謙一

今 喜代治

鳴海 一郎

内海 治

小山内道也

毛内 英文

白崎 秀一

今 明文

秋元 昭二

山中 光子

沢田 正夫

出町 繁富

成田 義雄

原田 勇 

【金木地区】 

本 町 	高橋 俊之 

栄町 1区 	野宮 正彦 

栄町 2 区 	徳田 信三 

田 町 藤元 栄 

南新町 	山形 俊彦 

一
 
丁
丁
 

田
 
田
 田
 

端
 

米

川
寺
 

木
沢

土
阿
阿

斎
田

塚
封
長

高
野

長

藤
打
成
石

吉
鈴
成
白
浅

竹
 

村
田
岐

部
部
藤
中

本
馬

利
橋

宮
尾
元
越
田

戸
田
木

田

川
田
内
 

町

部
部
 

軒
沢
沢
 

二
上
下
 

子
斬
治

一

文
 
庄
裕
 

田

川
川
藤

米

白
白

斎
 

【嘉瀬地区】 

町

崎
町

立
立
町

木
木
町
町
町

本
派
派

本

柏
柏
 
端

葉
 

林

野
北

下
上

南
上

下
下

川
双
 

●

〇
 
〇

⑨
 

 
〇
 

【喜良市地区】 

博
子
光

古
一
昭
巌

義

一
一つ
宗

贋
工

郎

康

則
由

比
政

勝
 

富
修
か

利
勝
ッ

五

清
 

力
哲

藤
田

元
 
藤
谷

村
中
上

藤
村
 

加
桑
藤
今

佐
米
西
田
三

加
中
今
今
今
 

実
治

一
治

好
忍
孝
丈

ミ
司
美
三

造
弘

雄
雄

造
治

子
子
子
道
 

寿
正
久
直
 

央
キ
 

忠
精
昭
清
国

富

謙
金

幸

和
正
義
 

谷
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う
ち
わ
 
う
つ
わ
 

津
軽
弁

の
笑
い
話
こ
 ⑤
 

「
団
扇
」
と
「器
」
 

今
年
｛
（月
、
村
の
中
学

校
生
徒
た

ち

が
、
東
京
方
面
へ

修
学
旅
行

に
行
き

ま
し
た
。
 

旅
館
の

一
（
階
は
とて
も
暑

く
、
生
徒

た
ち
は

女
中
さ
ん
に
 

「
う
つ
わ

コ
、貸
し

て
ケ
レ
」
と
頼
み

ま
し
た
。
 

女
中

さ
ん
が
「
ハ
イ
ッ
」
と
持
っ

て

き
た

の
は
、
大
き
な
ど

ん
ぶ
り
で
し

た
。
 

生
徒
た
ち
、
顔
を
見
合

わ
せ
、「
コ
レ
、
 

ナ
ニ
ス
ン
ダ

べ
」
と
ア
ッ
ケ
ラ
ポ
ン
 

「
鯉
の
餌
」
 

中
学
校
の
修
学

旅
行
は
、
全
沢
の
兼
 

{
(（ム
園
で
し
た
。
 

池
に
は
、
沢
山
の
錦
鯉
が

群
れ

を
な

し
て
、
泳
い
で

い
て
、
立
札
が

あ
り

ま
し
た
。
 

「
鯉
の
餌
、
十
円
」
と
あ
り
ま

し
た
。
 

そ
れ
を
見

て
い
た
生
徒
の

一
人
、真

顔
で
、
十
円
玉
を
池
に

投
げ

て
い
ま

し
た
。
 

（森
 
平
）
 

犯b目『狗」］』ヒ決蓮I 
4 月29日、金木警察署（署長＝平井葵）で春の地域安

全運動総決起大会が行われ、地域犯罪をなくし住みよい

社会に努めることを誓いました。 

大会では、金木地区防犯協会長の鳴海町長と平井署長

が、出席した金木地区防犯指導隊員ら関係者約80人に犯罪防止の協力を要 h 
請。これに対して、成田武司同指導隊副隊長が「安全活動を推進して犯罪 I 
や事故のない安全で住みよい社会を築いていく」 と決意表明しました。続 I 
いて金木小学校1年の斎藤航輝くんら 5人が「知らない人にはついて行き I 
ません」などの 5つの約東を元気な声で発表しました。 

この後、出席者らは金木タウンセンターの各入口に立ち、金木の石戸谷

弘子さんが寄贈した「万引き防止」などを訴えたマスコツト200個を買物客

に配布し、犯罪防止を呼びかけました。 

花く掴えボランテイア 
金木町童謡を謡う会（会長＝小山内トシエ）のボランティアグループ

が 4 月25日、ボランティア活動で中央公民館前と金木病院前の花壇にべ

ゴニアの新種を植えました。 

この日は会員30人が参加して花壇の草取りと整地を行

い、ベコニア1,100本を一株一株丁寧に植えていました。 

これから同グループは、10月まで月 1回のボランティア

活動を行い町の美化に貢献していきます。 

I 活動を終えて小山内会長は「今年はいい花が咲きそう 

I です。このメンバーで10月までがんばるつもりです」 と

！話していました。 

' 

. 

q 

・ 

. 

t 

. 

. 

、S 

「
金
木
の
か
た
り
べ
」
よ
り
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国
民
年
金
摘
報
 

『
織
か
て
安
心

ー
国
民
年
金
 

国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
が
老
後
を
迎
え
た
と
き
に
、
そ
の
時
の
生

活
水
準
に
あ
っ
た
年
金
額
で
生
涯
支
え
ま
す
。
 

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
の
交
通
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
り
働
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
障
害
年
金
、
 一
家
の
働
き
手
が

不
幸
に
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
遺
族
年
金
で
し
っ
か
り
と
家

族
の
生
活
を
支
え
ま
す
。
 

「保
険
料
は
そ

の
う
ち
払
お
う
。
」
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
老
後
や
い

ざ
と
い
う
時
に
こ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
月
の
保

険
料
を
し
っ
か
り
と
納
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

あ
な
た
の
た
め
、
そ
し
て
家
族
の
た
め
に
も
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
よ
う
。
 

「
国
民
年
金
と
個
人
年
金
 

国
民
年
金
と
個
人
年
金
の
違
い
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
日
本
に
住
む
ニ
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
は
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

年
金
の
種
類
に
は
老
後
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
が
あ
り
、
老
後
の
生
活
や
万
が

ー
の
時
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族

を
支
え
ま
す
。
 

一
方
個
人
年
金
は
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
扱
う
商
品
で
す
。
個
人

の
必
要
な
プ
ラ
ン
で
契
約
し
、
老
後
に
年
金
と
い
う
形
で
受
け
取
る
貯

蓄
の
一
種
で
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
国
民
年
金
に
プ
ラ
ス
す
る
「
ゆ
と

り
の
年
金
」
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
 

よ
く
「
個
人
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
ら
国
民
年
金
は
関
係
な
い
」
 

と
い
う
方
が

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
国
民
年
金
と

個
人
年
金
で
は
そ
の
性
質
も
役
割
も
違
い
ま
す
。
 

将
来
の
生
活
の
基
本
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
公
的
年
金
で
、
個
人
年

金
は
そ
れ
を
補
足
す
る
方
法
と
し
て
上
手
に
活
用
い
た
だ
き
、
よ
り
豊

か
な
老
後
を
設
計
さ
れ
る
の
が
賢
明
な
方
法
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

今年も桜の便りに誘われてふるさと金木町に帰ってきました。 

日本が高度成長の最盛期にあった昭和40年喜良市中学校を卒業、翌年陸上自衛隊に入隊以来早いもので37 

年が過ぎました。 

この間、ふるさとは遠く離れていても春となり桜前線が話題になると心は騒ぎ気が勇んできます。そしてふ

るさとの山河が思い起こされる。津軽平野はるかに岩木山、指呼の間に望む中山山脈と馬禿山、そして千古悠々

と流れる金木川・・・帰省するたびに豊穣の大地は暖かく私たちを迎へ入れてくれます。ふるさととは本当にあり

がたいものです。 

さて、私が「東京ふるさと金木会」に入会させていただき早くも5年 I 東京ふるさと金木会 f呆 1丁戸斤

になりました。金木会は関東地区に在住する金木町出身者の集いです。 I 八 
〒孟島品而山〒ス月云らnパ万 云づ」AEIーこェ云fT、編元＋寸Iギスナー×1-A、＃士 I、 一 ，fr与 与一，シ轟 h 
工藤源次郎以下会員約300名、今後さらに活動の輪を拡げるため今年も~ 三費 Jトプ‘一‘ ;r'”・ 

IA 
I ? ~ 」 ‘ 	‘ ,, 

桜まつりに会長ら10名が手弁当で帰省しました。芦野公園にテントを

張り、甘酒を無料で配り約2,200名の町民の方にお立ち寄りいただきま’V 叫f、 

した。金木会に共通することは、皆心からふるさと金木町を愛している

ことです。 

今年の最大行事である総会は 6月29日旧）東京中野サンプラザで開催 今年の桜まつりにて（中央】大橋さん） 

されます。特に今年は10周年の大きな節目です。多くの方々に参加を 

いただき総会を盛大なうちに成功させたいものです。友人知人をさそってご参加ください。 

年令を重ねる毎に望郷の思いが強くなるのは何故でしょうか。金木町はいつでも私の心の中にあります。た 

とえ遠く離れていても「東京ふるさと金木会」の会員として金木町の発展を願ってやみません。 

「一【東京。、るぎ’g金木会事務局】ー名70-0002 東京都豊島区巣鴨1姦2 アドニス天野 2F 

p  

I 東京ふるさと替会
fジ丁戸斤 

I 

. 

今年の桜まつりにて（中央】大橋さん） 

ふるさと金木 
喜良市出身で陸上自衛隊武器学校に勤務し、本会の常任理事を務めて

いる大橋良一さんのお便りを紹介します。 
Vol.10 
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し
て
仙
骨
と
い
う
骨
盤
の
後

ろ
に

あ
る
骨
と
連
結
し

て
い
ま
す
。
坐

骨
神
経
は
腰
椎
か
ら
二
本
と
仙
骨

か
ら
三
本
の
神
経

根
（
し

ん
け
い

こ
ん
）
が
癒
合
し
た
神
経
で
す
。
 

ら
い
か
か
る
よ
う
で
す
。
私
が
以

前
診
療
し
た
あ
る
二
人

の
患
者
さ

ん
は
関
西
の
某
病
院
で
レ
ー
ザ

ー
 

治
療
を
受
け
た
の
で
す
が
症
状
が

良
く
な
ら
ず
に
、

結
局
通
常
の
手

術
で
治
癒
し
ま
し
た
。
 

曾
雑
寝
（
ルニ
ァ
）
 

ハ
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
）
 

整形外科 毛糠英治 

r 金木病院力ルテ Nb 』 
金木病院力ルテ No 205 

坐骨神経痛をともなう腰の病気～ 

腰惟椎 麟弊議 
坐
骨
神
経
痛
は
尻
か

ら
腿
（
も

も
）
の
後

ろ
を
通
り
す
ね

の
外
側

や
ふ
く
ら
は
ぎ

に
走
る
痛
み
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
坐
骨
神
経
痛
を
引
き
起
こ
す
代

表
的
な
腰
の
病
気
で
あ
る
、
腰
椎

椎
間
板
（

よ
う
つ
い

つ
い
か
ん
ば

ん
）
ヘ
ル

ニ
ア
と
腰
部
脊
柱
管
狭

窄
症

（
よう
ぶ
せ
き
ち
ゆ

う
か
ん

き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う
）
に

つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
 

腰
の
骨
は
腰
椎
（
よ

う
つ
い

）
 

と
い
っ
て
通
常
は

5
個
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
腰
椎
の
間
に
は

椎
間

板
と
い
う
軟
骨
が
あ
り

5
番
目
の

腰
椎
は
同
じ

よ
う
に
椎
間
板
を
介
 

ま
せ
ん
。

腰
を
前
か
が

み
に
す
る

と
、
神
経
の
し

め
つ
け
が
緩
む
か

ら
で
す
。
 人
に
よ
っ
て
は
両
下
肢

の
坐
骨
神
経
痛
に
な
っ

た
り
、
紅

門
や
陰

部
に

灼
け

る
よ
う
な

痛

み
・
し
び
れ
が
出
た
り
、
排
尿
が

困
難
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

診
断
は
症
状
と
レ

ン
ト
ゲ
ン
写

真
で
あ
る
程
度
可
能

で
す
が
、

ヘ

ル
ニ
ア
同
様

M
R
I
が
有
効
で
す
。
 

治
療
は
鎮
痛
剤
、
神
経
の
血
流
を

改
善
す
る
注
射
や
内

服
薬
、
症
状

が
強
け
れ
ば
ブ

ロ
ッ
ク
注
射
な
ど

も
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
で

症
状
が
改
善
せ
ず
、
休
ま
ず
に
歩

け
る
距
離
が

二
、
三
百
メ
ー
ト
ル

以
下
で
普

段
で
も

下
肢
痛
・
し
び

れ
が
強
い
患
者
さ
ん

に
は
手
術
を

勧
め
ま
す
。

下
肢
の
筋
力
が
落
ち

過
ぎ

て
筋
肉
が
や
せ
て
し
ま
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
で
は
、
手
術
を
し

て
も
症
状
の
進
行
は
抑
え
ら
れ

て

も
、
改
善
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

早
め
に
整
形

外
科
を
受

診
し
て
現
在
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
 

同
じ
よ
う
な
間
欠

性
肢
行
が

生

じ
る
病
気
で
下
肢
の
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
が

あ
り
、

下
肢
の
血
流

障

害
に
よ
つ
て
起
こ
り
ま
す
。
歩
行

後
に
腰
掛
け
た
り
、

前
か
が

み
に

な
っ
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場

合
は
脊
柱
管
狭
窄

症
と
鑑
別
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

背
骨
に
は
脳
と

つ
な
が
っ
て
い

る
神
経
の
通
る
場
所
が

あ
り
、

そ

れ
が
管
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
た

め
脊
柱
管
（
せ

き
ち
ゆ

う
か
ん

）
 

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 中
高
年
以

降
に
脊
柱
管
は

い
ろ
い
ろ
な
原
因

で
狭
く
な
り
神
経
根
や

神
経
根
に

な
る
前
の
馬
尾
（
ば
び

）
と
い
う

神
経
が
圧
迫
さ
れ
腰
痛
や
下
肢
痛
、
 

下
肢
の
し
び
れ
な
ど

の
症
状
が
発

生
す
る
病
気
が
脊
柱
管
狭
窄
症
で

腰
椎
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
 

じ
つ
と
立
っ

て
い
た
り
、
歩
き

出
す
と
下
肢
に
痛
み
や
し
び
れ
感
、
 

ひ
き

つ
れ
感
、

つ
っ
ぱ
り
感
、
し

め
つ
け
感
な
ど

が
強
く
な
っ

て
き

て
歩
け
な
く
な
り
、
腰
掛
け
た
り

前
か

が
み
に
な
る
と
楽
に

な
る
、
 

ま
た
あ
る
一
定

の
距
離
を
歩
く
と

同
じ
症
状
が
出
て
き
て
こ
れ
を
繰

り
返
し
ま
す
。
 こ
れ
が
こ
の
病
気

の
特
徴
的
な
症
状
で
間
欠

性
破
行
 

（
かん
け
つ
せ
い
は
こ
う
）
と
い
い

ま
す
。
自
転
車
に

乗
っ
た
り
、
手

押
し
車
で
の
歩
行
で
は
症
状
は
出
 

九
割
の
人
が
手
術
を
し

な
い
で

治
ま
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
症

状
の
あ
る
人
は
必
ず
整
形
外
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
 

確
実
に

ヘ
ル
ニ
ア
で
あ
っ
て
他
の

背
骨
の
病
気
で
な
い

こ
と
を
診
断

し
て
お
く
必
要
が

あ
り
、
ま
れ
に

腰
椎
の
腫
蕩
の
場
合

も
あ
り
得

る

か
ら
で
す
。
新
し

い
画
像
診
断
と

し
て
、
磁
石
で
撮
影
す
る

M
R
I
 

（
エム
ア
ー
ル
ア
イ
）
が
登
場
し
て

か
ら
整
形
外
科
領
域
の
画
像
診
断

は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

ヘ

ル
ニ
ア
と
診
断
さ
れ

れ
ば
鎮
痛
剤

な
ど
が
出
さ
れ
、
痛
み
が
激
し

い

場
合
は
ブ

ロ
ッ
ク
注
射
を
す

る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腰
椎
ベ

ル
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
を
付
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
 

痛
み
が
治
ま
ら
ず
、

筋
肉
の
力

が
落
ち
て

き
た
患
者

さ
ん
に
は
、
 

手
遅
れ

に
な
ら
な
い
う
ち
に
神
経

を
圧
迫
し

て
い
る
ヘ
ル
ニ
ア
を
取

り
除
く
手
術
が
必
要
で
す
。
最
近

新
聞
・
雑

誌
等
で
レ

ー
ザ
ー
で
日

帰
り
の
手

術
が
簡
単
に
出
来
る
な

ど
の
記
事
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 し
か
し

ヘ
ル
ニ
ア
の
レ
 

ー
ザ
ー
治
療
の
効
果
が
期
待
で
き

る
の
は
ご
く
一
部
の

ヘ
ル
ニ
ア
で
、
 

年
齢
的
な
制
限
も
あ
り
中
高
年
に

は
あ
ま
り
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ

ん
。
し
か
も
自
由
診

療
で
あ
る
た

め
（
保
険
適
用
外
）
、
七
十
万
円
く
 

椎
間
板
の
、
王
な働
き
は
①
可
動

作
用
（
腰
椎
を

ス
ム
ー
ズ
に
動
か

す
）
、
②
緩
衝
作
用
（
衝
撃
を
吸
収

す
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
）
、③
腰
椎
の
安

定
・
支
持
作
用
で
す
が
、
椎
間
板

は
二
十
歳
代
後
半
か
ら
変
性
が
始

ま
り
、
加
齢
と
と
も
に
水
分

と
弾

力
性
を
失
っ

て
い
く
と
言
わ
れ

て

い
ま
す
。

ヘ
ル
ニ
ア
は
変
性
、
脱

出
し
た
軟
骨
が
神
経
根
を

圧
迫
し

て
、
腰
痛
と
坐
骨
神
経
痛
を
引
き

起
こ
す
病
気
で
す
。
 

初
発
症
状
は
激
し

い
腰
痛
や
下

肢
へ
放
散
す
る
坐
骨
神
経
痛
で
す
。
 

症
状
が
進
行
す
る
と
し
び
れ
や
下

肢
の
筋
肉
の
力
が
落
ち
て
き
た

り

感
覚
が
鈍
く
な
っ

て
き
た
り
し
ま

す
。
特
微
的
な
症
状

と
し
て
は
仰

向
け
に
な
り
、
膝
を
伸
ば
し
た
ま

ま
痛
い
ほ
う
の
下
肢
を
上
げ
て
い

く
と
通
常
は
床
か
ら
八

十
度
く
ら

い
ま
で
上
が
り
ま
す
が
、

ヘ
ル
ニ

ア
で
は
下
肢
痛
が

増
強
さ
れ

三
十

度
く
ら

い
ま
で
し
か
上
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
下
肢
伸

展
挙
上
テ
ス
ト
と
い
い
ま
す
。
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A
私
の
妹
で
す

f阜
ぬ
蛇

叙
け
 

（姉
 
実
玖
よ
り
）
 

福
長
 
理
紗

ち
ゃ
ん
（四
月
四
日
生
）
 

福
 
佐
 

I
I
‘

ー
 
、、，
 

J
~

I

、
、
 
J
ー
 
 

ー

、
、
 

秋
 
志
 
封
 
敦
 小
 
松
 

原
 
今
 
工
 花
 
飛
 
中
 泉
 
古
 
小
 松
 

、
 

＠
届
い
 

て
 
い

ま
す
 

◇
四
月
十
四
日
 

自
転
早

（
黒
色
・
カ
ゴ付
）
 

赤
坂
信
号
機
付
近
路
上
 

。
四
月
二
十
七
日
 

使

い
捨
て
カ

メ
ラ

（
富
士
 

製
）
 

芦
野
公
園
招
魂
堂
前
 

口
五
月
一
日
 

財
布
 

（
里
一
 
・
二
つ
折
り
・
皮
製
）
 

嘉
瀬
下

古
町
電
話
ボ
ッ

ク
 

ス
内
 

こ
の
コ
ー

ナ
ー

を
利
用
し

た
い

方
は

企
画
観

光
課

ま
で
 

※
心
当
た
り
の
方
は
 

金
木
警
察
署
落
し
物
係
ま
で
 

。
圧
月
二
日
 

セ
ー
タ
ー
（
黒
色
）
 

カ
ギ

（
一
個
）
 

芦
野
公
園
内
 

口
五
月
六
日
 

メ
ガ
ネ
 

（縁
な
し

・
里
ー
 
フ
レー
ム
）
 

芦
野
公
園
湖
上

ス
テ
ー
ジ
 

付
近
 

!
 

グ 

，かなぎ公民館ブライダル情報・ 
このたび、めでたく「かなぎ公民館ブライダル」 （企

画・進行＝事務局 「金木町中央公民館」）によりカ
ップルとなられた方々をご紹介します。 

2003. 4, 19 新郎斎藤 和広さん（金 本、 
新婦前田美賀子さん（金 木‘ 

⑩窓農露 A 

くおめで 	） 
り 	さ 

長 理 紗（善 宏）金 木 
ゆう 

藤 	悠（ 満 ）金 木 

く  おしあわせに 〕 

元 秀 雄（和 雄）金 木

村 真 希（龍 一）青森市

馬 優 司（穂 ）柏 村

賀 美津子（順 子）川 倉 

野 	正（正 幸）金 木

橋 佳緒理（ 進 ）八戸市 

1 おくや み 包 
田 典四松（72 才）中柏木 

満 晴（66 才）喜良市

藤 光 則（67 才）金 木

田 ミ .: (88 才）嘉 瀬

島 呈 吉（85 才）金 木

谷 秀 照（ 80 才）川 倉 

良 子（75 才）川 倉

イサヲ（ 79 才）喜良市

静 逸（ 71 才）喜良市

シ ワ（ 93 才）嘉 瀬 

この欄は金木町に住所を有している方々を掲載しています。 

＼掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。Z 
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田
 
藤
 
田
 
島
 

谷
 
谷
 
川
 
野
 
川
 

満
 
光
 
ミ
 
呈
 
秀
 
良
 

瀬
 
木
 
倉
 

★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町リヴと公
民館（丑53-3581）にご相談ください。 

また、お二人のお名前と結婚記念日を刺しゆうした豪華
桐箱人アルバムの記念晶等々たくさんの特典がありますn 

2003.4.29 新郎木元 一美さん（金 本I 
新婦長尾久美子さん（喜良「0) 

4 月末現在 前年同月比 

男 	5, 579人 △ 20人 

女 	6, 207人 △ 31人

計 11, 786人 △ 51人 

世帯数 4, 075 	29 

発行ノ金 木 町 〒037-0202 青森県北津軽郡金木町大字金木字朝日山323 
編集ノ企画観光課 丑0173-53-2111（内線239） ホームページアドレスノhttp://www.kanag .Jp  広瓶穿客ぎ「鋒5月骨圏2J
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